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Ⅱ. 航空輸出入業務
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Ⅰ.海上輸出入業務
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海上輸出貨物処理フロー【コンテナ貨物の場合】

CY

通
関

保
税
蔵
置
場

船
会
社

ECR
輸出貨物
情報登録

船積確認
通知情報

EDC
輸出申告

BIC
搬入確認登録
（輸出未通関）

CCL
船積確認

登録

CLR
船積情報

登録

コンテナ貨物の場合、VAN／VAE（バンニング情報登録）業務は、輸出貨物とコンテナを関連付ける重要な業務であり、
必須業務となります。

コンテナ単位に行う場合

CYA
CY搬入

登録

VAE
バンニング
情報登録

VAN
バンニング
情報登録

許可・承認貨物
（輸出）情報

輸出管理番号単位に行う場合

輸出貨物
登録情報

通関業者等の必須業務

コンテナ
通知情報

バンニング業務は搬出業務を
兼ねています

税
関

積コンテナリスト
提出情報

CLR（船積情報登録）業務を実施することで、
積コンテナリストが提出されコンテナ自体の
通関処理が行われます。
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保税蔵置場 輸出海上貨物における搬出入業務

CYA
CY搬入

登録

BIC
搬入確認登録
（輸出未通関）

内貨引取

BOC
搬出確認登録
（輸出許可済）

保税蔵置場A

保税蔵置場B

EDC
輸出申告

輸出貨物における搬出入業務

バンニング業務は搬出業務を
兼ねています。

BIF11
輸出貨物情報
訂正呼出し

BID
搬入確認登録
（輸出許可済）

BOB
搬出確認登録
（貨物引取）

搬入情報を訂正する場合

国内引取りとなった場合

バンニング情報を訂正する場合

バンニング情報を取り消す場合

NACCS不参加保税地域
等でマニュアル許可後・・・

VAD11
バンニング

情報訂正呼出し

VAN/VAE
バンニング
情報登録

VAD
バンニング
情報訂正

BIF
輸出貨物情報

訂正

BIE
システム外搬入確認登録

（輸出許可済）

VAC
バンニング
情報取消

ECR
輸出貨物
情報登録

保税蔵置場の管理資料として、貨物の搬出あるいは輸出許可情報が登録された日の翌週に、「輸出貨物搬出入データ（G02）」が
出力されます。

許可・承認貨物
（輸出）情報
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BIC：搬入確認登録（輸出未通関）

通
関
・海
貨

通
関

輸出許可

EDC
輸出申告

必須
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許可・承認貨物
（輸出）情報

BIC
搬入確認登録
（輸出未通関）

保税蔵置場

対査確認

ECR 輸出貨物登録情報 出力情報

輸出貨物
登録情報

搬入が数日間に渡って行われた場合は、
最後に搬入された日の日付を登録

「搬入日時」は入力日より
過去の日であれば登録可能
※搬入日時の「時間」は任意

BIC（搬入確認登録 （輸出未通関）） 入力画面

本業務の入力は、基本的に「輸出管理番号」、「搬入日時」、「搬入個数（単位）」の必須項目を入力するのみとなっています。

ECR
輸出貨物
情報登録

海上システム参加蔵置場 海上システム参加蔵置場

通関業者 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩD）

輸出貨物情報登録
（ECR）

搬入確認登録
（BIC）

輸出申告
（EDA／EDC）

搬出確認登録
（ＢＯC）

船積確認登録
（CLR／CCL）

船会社等保税蔵置場

バンニング情報登録
（VAN／VAE）



BOC：搬出確認登録（輸出許可済）

本業務は、登録日より60日間（日・祝含む）取消可能ですが、次の保税蔵置場でBID（搬入確認登録）業務が行われた
場合は取消しできません。

• 貨物が次に搬入される保税地域コードを入力する。

• 搬出後、保税地域を経由せずに直接本船へ積む場合は『搬入先』に

船舶コ－ド（コールサイン）を入力し、『船会社』欄に船会社コードを入力する。

（不明な場合は、『搬入先』と『船会社』の両方に『9999』を入力）

BOC（搬出確認登録 （輸出許可済）） 入力画面
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• 全ての貨物の搬出を一度に取り消す場合は、「１：搬出取消し（一括）」を選択します。

•一部の貨物の搬出を取り消す場合は、「３：搬出取消し（個別）」を選択します。

海上システム参加蔵置場 海上システム参加蔵置場

通関業者 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩD）

輸出貨物情報登録
（ECR）

搬入確認登録
（BIC）

輸出申告
（EDA／EDC）

搬出確認登録
（ＢＯC）

船積確認登録
（CLR／CCL）

船会社等保税蔵置場

バンニング情報登録
（VAN／VAE）



BID：搬入確認登録（輸出許可済）
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BID（搬入確認登録 （輸出許可済）） 入力画面

BOC（搬出確認登録（輸出許可済））業務で、
搬出された全ての貨物を一度に搬入する場合は「T:一括」、
一部の貨物を搬入する場合は「K:個別」を入力する。

「T:一括」の場合は
必須入力

搬出番号は、以下2通りの欄に表示されます。
①ICG(貨物情報照会）業務の指定情報「TRN:搬出入情報」の許可承認番号欄
②BOC業務実施の際、出力される帳票「搬出確認登録通知情報」の左側最上部

「K：個別」の場合「T：一括」の場合

「K:個別」の場合は
必須入力。

搬出元が、システム不参加蔵
置場である場合には入力不要

搬入日時が輸出管理番号毎に
異なる場合は、「K：個別」で
BID業務を実施する。

保税蔵置場A 保税蔵置場B

輸出許可貨物

搬出 搬入

BID
搬入確認登録
（輸出許可済）搬出確認登録

通知情報

BOC
搬出確認登録
（輸出許可済）

対査確認

海上システム参加蔵置場 海上システム参加蔵置場

通関業者 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩD）

輸出貨物情報登録
（ECR）

搬入確認登録
（BIC）

輸出申告
（EDA／EDC）

搬出確認登録
（ＢＯC）

船積確認登録
（CLR／CCL）

船会社等保税蔵置場

バンニング情報登録
（VAN／VAE）



VAN：バンニング情報登録 （コンテナ単位）

１本のコンテナに複数の輸出管理番号の貨物をバンニングする場合

VAN11（バンニング情報登録呼出 （コンテナ単位））入力画面
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VAN（バンニング情報登録（コンテナ単位））入力画面

バンニング予定情報が登録さ
れている場合は、仮コンテナ
番号を入力することで情報を
呼び出せます。

シール番号欄は必須項目
です。コンテナがフラット
ラックコンテナの場合は、
「NIL」と入力する。

１本のコンテナに輸出管理

番号100件まで登録可能

コンテナサイズコード
長さ x 高さ コード

20’x 8’0”     20
20’x 8’6”     22
20’x 9’0”     24
20’x 9’6”     25 
40’x 8’0”     40
40’x 8’6”     42
40’x 9’0”     44
40’x 9’6”     45 

※サイズの単位：フィート

コンテナタイプ コード
ドライ GP
冷凍（※） RT
オープントップ UT
フラットラック PF
タンクコンテナ TN
その他 SN

※温度設定可能なコンテナ

・搬入先コードは必須入力。搬入先の保税地域コード、または直接本船に船積みする場合は、積載予定船舶コードを
入力します。
・経由地バンニング時は、経由地コードを入力し、シール番号は入力できません。



VAE：バンニング情報登録（輸出管理番号単位）

１つの輸出管理番号の貨物を複数コンテナにバンニングする場合

VAE11（バンニング情報登録 （輸出管理番号単位）呼出）入力画面

VAE（バンニング情報登録 （輸出管理番号単位））入力画面
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バンニング予定情報が登録
されている場合は、当該識別
「1」を選択することで情報を
呼び出せます。

・本業務一回につき、30本までバンニング登録することができます。
30本を超過する場合は、再度、同様の手順で本業務を行ってください。

コンテナサイズコード
長さ x 高さ コード

20’x 8’0”     20
20’x 8’6”     22
20’x 9’0”     24
20’x 9’6”     25 
40’x 8’0”     40
40’x 8’6”     42
40’x 9’0”     44
40’x 9’6”     45 

※サイズの単位：フィート

コンテナタイプ コード
ドライ GP
冷凍（※） RT
オープントップ UT
フラットラック PF
タンクコンテナ TN
その他 SN

※温度設定可能なコンテナ



海上輸入貨物処理フロー【コンテナ貨物の場合】

CY

船
会
社

海
貨

保
税
蔵
置
場

通
関

MFR
積荷目録
情報登録

DMF
積荷目録

提出

IDA
輸入申告
事項登録

貨物引取り

OLC
保税運送

申告 IDC
輸入申告

BIA
搬入確認登録

（保税運送貨物）

PID
到着確認

登録 PKI
船卸確認

登録

CYO
CY搬出

確認登録

（
代
理
店
）

輸入許可
情報

保税運送
承認情報

税
関

卸コンテナリスト
提出情報

PKI（船卸確認登録）業務を実施することで、
卸コンテナリストが提出されコンテナ自体の
通関処理が行われます。
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保税蔵置場 海上輸入貨物における搬出入業務

輸入貨物における搬出入業務

海上システムで
保税運送申告

される貨物

ボートノートで
運送される貨物

マニュアルで
保税運送申告

される貨物

No

Yes

OLC
保税運送申告

BOA
搬出確認登録
（保税運送貨物）

BIB
システム外搬入確認

（輸入貨物）

海上システムに
貨物情報

登録がある？

次ページへ続く保税蔵置場

搬入

保税蔵置場
から搬出する

CYから
搬出する

CYO
CY搬出

確認登録

NVC01/02
混載貨物
情報登録

混載貨物

BIA
搬入確認登録

（保税運送貨物）

NVC01/02
ハウスB/L

貨物情報登録

CTS
ハウスB/L

貨物確認登録

(※１)

（※1）BIA後に
NVCをするときは
CTSが必要。

到着確認はマニュアル
※関税法基本通達63-13
（運送貨物の到着の確認）に
準じて処理します。

CAT
保税運送
到着確認

税関

【BIB業務の留意事項】次期（第6次）NACCSでは、海上システムで航空貨物を取扱う機
能を廃止し、海上貨物は海上システムで、航空貨物は航空システムで処理することを原
則とします。よって航空貨物のBIB業務での搬入確認は不可となります。
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（※2）一回目の蔵入等承認申請で、
併せ運送ありの場合のみ必要。

保税蔵置場 海上輸入貨物における搬出入業務

輸入貨物における搬出入業務（続き）

輸入通関
OR

保税運送？

前ページから続く

OLC
保税運送申告

IDA
輸入申告事項登録

IDC
輸入申告

BOA
搬出確認登録

（保税運送貨物）

保税運送

輸入通関

貨物引取り 他の保税地域へ

保税蔵置場

搬出

(※2)

SAI11→SAI
輸入貨物情報訂正

貨物情報を
訂正する時。

輸入許可後、バラ貨物
として搬出する時は、
搬出確認登録は必要
ありません。
輸入許可により内国貨物
となり税関の管理、及び
NACCS業務の範疇から
外れます。

保税蔵置場の管理資料として、貨物の搬出あるいは輸入許可情報が登録された日の翌週に、「輸入貨物搬出入データ（Ｇ01）」が
出力されます。

蔵入等承認貨物
（併せ運送有りの場合）

BIX11/BIX
システム外

搬入確認取消

BIB を取消・
変更する時。
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１件の保税運送申告

BIA：搬入確認登録 （保税運送貨物）
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通関業者等

保税蔵置場

コンテナ情報
貨物情報
（B/L単位）

BIA

BIA （搬入確認登録（保税運送貨物）） 入力画面

BIA業務で登録した情報を
訂正するには、SAI11業務で
貨物情報を呼び出した上で、
SAI業務「輸入貨物訂正」を
行います。(注：一部SAI業務
では訂正できない項目もあり
ます。）
なお、BIA業務は取り消すこと
ができないので、取消しが
必要な場合は税関にご相談
ください。

選択する
「搬入識別」により、
入力必須項目
あるいは入力不可
項目が異なります。

搬入識別が「C」、及び
「D」の場合は必須入力 選択する

「搬入識別」により、
入力する番号が
異なります。

搬入識別
【一回に登録する件数や事故通知の有無などによって識別を使い分けます。】

A
保税運送申告番号で登録するとき
（一度に登録できるのは1申告）

B
コンテナ番号で登録するとき

（一度に登録できるのは1コンテナ）

C
B/L番号で登録するとき

（一度に登録できるのはB/L20件まで）

D
ボートノート搬入貨物または揚地詮議有りの貨物のとき

（B/L番号を入力。一度に登録できるのは20件まで）

E
コンテナ検査後に運送指定され到着する貨物のとき

（輸入申告番号を入力。一度に登録できるのは1件）

・OLC業務にて保税運送申告された貨物を保税蔵置場に搬入する場合は、本業務を行います。
・本業務によりコンテナ情報と貨物情報が切り離されます。（本業務はデバンニングの搬入です。）

海上システム参加蔵置場 海上システム参加蔵置場

船会社 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＡ）

積荷目録提出/提出
（ＭＦＲ/ＤＭＦ）

搬入確認登録
（ＢＩＡ）

保税運送申告
（ＯＬＣ）

搬出確認登録
（ＢＯＡ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場
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BIA：搬入確認登録 （保税運送貨物）

【搬入確認登録（BIA）業務の入力パターン】

保税運送申告番号単位 コンテナ番号単位 B/L番号単位 ボートノート、揚地詮議有貨物 コンテナ検査

1搬入年月日（システム日より過去1年） ○ ○ ○ ○ ○

2搬入時刻 △ △ △ △ △

3搬入識別 A B C D E

4搬入確認蔵置場（入力者と異なる場合） △ △ △ △ △

5搬入確認する番号 ○（保税運送申告番号） ○（コンテナ番号） ○（B/L番号） ○（B/L番号） ○（輸入申告番号）

6到着個数、個数単位コード × × ○ ○ ×

7重量、重量単位コード × × × ○ ×

8容積、容積単位コード × × × ○ ×

9危険貨物等コード × × △ △ ×

10記号番号 × × △ △ ×

11事故税関通知識別コード、事故コード × × △ △ ×

12記事 × × △ △ ×

○：必須項目 △：任意項目 ×：入力不可

入力例＜保税運送申告番号単位「A」＞

入力例＜コンテナ番号単位「B」＞

入力例＜Ｂ／Ｌ番号単位「C」＞

入力例＜ボートノート、揚地詮議有貨物「D」＞

入力例＜コンテナ検査「E」＞

※揚地詮議有貨物
貨物の数量が揚地（本邦輸入地）の保税蔵置場に

搬入の際に確定する貨物のこと。

保税運送貨物で
事故あり

バースからの
保税運送貨物



【注意】BIA：搬入確認登録（保税運送貨物）
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搬入確認時に事故（不足・破損等があった場合）のBIA業務

保税蔵置場

！？！？

不足！
破損！

税関（保税部門）

税関に事故通知

事故貨物確認情報

搬入

税関で事故確認

事故通知…

・事故通知が必要な場合、搬入識別にA,B,及びEは選択できません。（CまたはDのみ事故通知が可能）
・本業務で税関に事故通知（Z）をした場合、貨物情報は保留状態となり、税関でのDMC(事故確認登録)業務が行われるまで、
後続業務（輸入申告・保税運送申告等）ができません。

BIA （搬入確認登録（保税運送貨物）） 入力画面

「事故」
OVERR(数量超過）
DENTE（へこみ）
BROKN（破損）など
（NACCS掲示板の
NACCS業務関連コード
「事故種別コード」参照）

「搬入識別」
CまたはDの場合のみ
事故通知が可能

「通知識別」
税関への通知を要する
事故か否かを入力する

要する ：Ｚ
要しない：M



BOA：搬出確認登録（保税運送貨物）

BOA（搬出確認登録（保税運送貨物）） 入力画面
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コンテナ詰めされていないバラ貨物を保税運送申告後に搬出する場合は、本業務を行います。
（コンテナ詰めされている貨物をCYから搬出する場合は、CYO（CY搬出確認登録）業務になります。）

「搬出日時」
全量搬出したことを確認してから登録すること。
搬出日が複数日にまたがった場合、最後に全量
搬出された日を搬出日時とする。

「発送地」
発送地が入力者の管理する保税地域である場合
のみ省略可能

「貨物管理番号」
B/L番号または輸出管理番号を入力
１回のBOA業務で20件まで登録可能

本業務の取消しは、
処理区分「1：搬出取消し」にて行う。
貨物管理番号単位での取消しが可能です。
但し、到着地保税蔵置場で搬入がされて
いる場合は、取消が出来なくなります。

海上システム参加蔵置場 海上システム参加蔵置場

船会社 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＡ）

積荷目録提出/提出
（ＭＦＲ/ＤＭＦ）

搬入確認登録
（ＢＩＡ）

保税運送申告
（ＯＬＣ）

搬出確認登録
（ＢＯＡ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場



BIC
搬入確認登録
（輸出未通関）

未通関輸出貨物及び未通関積戻貨物を保税地域に搬入した場合は、本業務により、輸
出貨物管理番号単位で搬入確認の旨を登録します。

また、特定輸出申告によるコンテナ詰めされていないバラ貨物の許可済貨物で、ECR業
務で搬入予定先に指定された場合は、本業務により搬入確認登録を行います。

BID
搬入確認登録
（輸出許可済）

前保税地域でBOC【搬出確認登録（輸出許可済）】業務が行われている貨物を、コンテナ
詰めされていない状態で保税地域に搬入した場合は、本業務により輸出貨物管理番号
単位で搬入確認の旨を登録します。

また、特定輸出申告によるコンテナ詰めされていないバラ貨物の許可済貨物で、ECR業
務で搬入予定先が自社施設コード等システム不参加蔵置場の場合は、本業務により搬
入確認登録を行います。

BIE
システム外搬入確認登録
（輸出許可済）

前保税地域がNACCS不参加であり、かつ、NACCSシステムを使用せずに輸出申告がさ
れた許可済貨物（積戻許可を含む。）を、コンテナ詰めされていない状態で保税地域に搬
入した場合は、本業務により搬入確認登録を行います。

本業務では、貨物情報を新規に登録する処理を行い輸出管理番号を払い出します。

BIF
輸出貨物情報訂正

NACCS参加蔵置場（または他所蔵置場所）に蔵置されている輸出申告中あるいは輸出
許可済の貨物の情報を訂正する場合は、BIF11業務で貨物情報を呼び出し、本業務によ
り訂正します。

本業務を送信した結果、「訂正保留（Ｐ）」となった場合は、税関担当に保留解除の依頼を
する必要があります。
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BOC
搬出確認登録
（輸出許可済）

保税地域に蔵置中のコンテナ詰めされていない輸出許可（積戻し許可含む。）済のバラ
貨物を保税地域から搬出する場合は、本業務により、その旨を登録します。

BOB
搬出確認登録
（貨物引取り）

保税地域に蔵置中のコンテナ詰めされていないバラ貨物を、内貨引取りによって搬出
する場合は、本業務により搬出確認情報を登録します。

また、滅却・収容のため搬出する場合も、本業務を登録します。

VAN
バンニング情報登録
（コンテナ単位）

輸出貨物をコンテナにバンニングした場合は、「バンニング情報登録」業務（VANまたは
VAE）を行います。本業務の登録によりコンテナ番号と輸出管理番号の関連付けと共に
搬出確認登録を行います。（そのため、必須業務になります。）

なお、NACCS不参加保税蔵置場でバンニングした場合は、海貨業、通関業が必ず登録
することとなります。

VAE
バンニング情報登録
（輸出管理番号単位）

VAC
バンニング情報取消し

VAN業務またはVAE業務にて登録されたバンニング情報について、関連付けられたコ
ンテナ番号または輸出管理番号の一括取消しあるいは一部取消しを行う場合は、本業
務により取消しをします。

VAD
バンニング情報訂正

VAN業務またはVAE業務にて登録されたバンニング情報のバンニング個数、重量、容
積等を訂正する場合は、VAD11業務によりバンニング情報を呼び出し、本業務により訂
正します。

VAA
バンニング情報追加

VAN業務またはVAE業務にて登録されたバンニング情報に輸出管理番号を追加する場
合は、VAA11業務によりバンニング情報を呼び出し、本業務により追加します。
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海上輸入貨物 搬入・搬出業務一覧

BIA
搬入確認登録
（保税運送貨物）

NACCS参加保税地域（CY・保税蔵置場等）から保税運送した貨物を保税蔵置場に
搬入する場合は、本業務により搬入確認情報を登録します。また、船卸場所から
のボートノート運送等された貨物も、本業務により搬入確認情報を登録します。

BIB
システム外搬入確認
（輸入貨物）

NACCS不参加保税地域（保税蔵置場等）から到着した輸入貨物または仮陸揚貨
物を保税蔵置場に搬入する場合は、本業務により搬入確認情報を登録します。

BIX
システム外搬入確認取消

BIB,CYB,CYD 【システム外搬入確認】業務により登録された貨物情報を削除する、
あるいはBIB,CYB,CYD【システム外搬入確認】業務により登録されたB/L番号を訂
正する場合は、本業務を行います。

なお、本業務を行った後に、税関によりCAR【訂正保留解除】業務が行われること
により後続業務が可能となります。

BOA
搬出確認登録
（保税運送貨物）

保税蔵置場に蔵置中のコンテナ詰めされていないバラ貨物を保税運送のために
搬出する場合は、本業務により搬出確認情報を登録します。（コンテナ詰めされて
いる貨物はCYO【CY搬出確認登録】業務により行います。）

SAI
輸入貨物情報訂正

保税地域に蔵置されている貨物または仮陸揚貨物の情報を訂正する場合には、
SAI11【輸入貨物情報訂正呼出し】業務により貨物情報を呼び出し、本業務により
訂正します。当該訂正はPKI【船卸確認登録】業務が行われてから輸入許可等が
行われるまで行うことができます。なお、訂正保留となった場合は税関によるCAR
【訂正保留解除】業務が行われるまで、当該貨物の移動・取扱等を行うことができ
ません。
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SHN
貨物取扱登録

（内容点検）

保税地域に蔵置されている貨物について、関税法第40条第1項に基づく「内容点検」「その
他の手入れ」を行う場合に、本業務により必要事項を登録します。

SHS
貨物取扱登録
（改装・仕分け）

保税地域に蔵置されている貨物について、関税法第40条第1項に基づく「改装」、「仕分け」
を行う場合に、本業務により必要事項を登録します。

CHU
貨物取扱登録
（仕合せ）

保税地域に蔵置されている輸出貨物（積戻貨物を含む）について、複数の輸出管理番号単
位の貨物を１つの輸出管理番号単位の貨物に仕合せする場合は、本業務により必要事項
を登録します。
これにより取扱場所へ貨物取扱情報が通知されます。
なお、本業務を行った場合は、以降の業務は仕合せした単位で行うこととなります。

CHJ
貨物情報仕分

システム参加保税地域等に蔵置されているコンテナ詰輸入貨物について、B／L番号単位
と異なる単位で輸入申告等を行うため、貨物情報を複数の情報に仕分けする場合は本業
務により必要事項を登録します。
「通常情報仕分け」「先行到着分情報仕分け」「分散蔵置情報仕分け」の3種類の情報仕分
けが可能です。
なお、本業務を行った場合は、以降の業務は仕分けた単位で行うこととなります。
また、情報仕分けをした旨を取り消す場合も本業務で行います。

SHC
貨物取扱取消

貨物取扱登録（SHN・SHS・CHU）、貨物取扱許可申請（CHD）を取り消す場合は、本業務に
よりその旨を登録します。
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CHD
貨物取扱登録
（許可申請）

保税蔵置場等に蔵置されている貨物について、関税法第40条第2項に基づく「見本の展
示」、「簡単な加工」及び「その他これらに類する行為」を行う場合は、本業務により税関に
対し許可申請を行います。

システムは申請を「簡易審査扱い」または「書類審査扱い」のいずれかに選定します。「簡
易審査扱い」に選定された申請は即時に許可となり、「書類審査扱い」に選定された申請は、
税関が行う「貨物取扱許可申請審査終了（CHE）」業務により許可となります。

CHI
貨物取扱結果通知

保税地域は貨物取扱登録（SHN・SHS・CHU）、貨物取扱許可申請（CHD）業務で登録され
た取扱いについて取扱いが終了した旨を通知します。また、当該通知を取り消す場合も本
業務で行います。なお、本業務は貨物取扱登録または貨物取扱許可申請を行った利用者
への通知が必要な場合のみ入力を行います。

MHA
見本持出許可申請

貨物情報が登録されている貨物を見本として一部持ち出す場合に申請する業務です。
関税法基本通達32-3に規定する包括許可に係る申請はMHAの対象外であり、マニュアル
による申請を行います。（汎用申請「HYS」も可能）
見本持出申請を行った場合、簡易審査扱い（区分1）の場合は即時に、また、書類審査扱い
（区分2）の場合は、税関による見本持出審査終了（MHE)業務により、見本持出許可通知情
報が配信されます。

MHC
見本持出取消

MHA業務を行った利用者が、税関の許可前にあらかじめ税関保税担当部門に申し出た後
に行う業務です。許可後に取り消す場合は、「NACCS登録情報変更願」を税関へ提出し、
税関が取消すこととなります。

MHO
見本持出確認登録

MHA業務にて許可となった見本が、保税地域等から一時持出しされた場合は、蔵置場所
の倉主等は、本業務により速やかに一時持出しされた旨の登録を行います。
本業務は任意業務ですが、管理統計資料「Ｇ０５．貨物取扱等一覧データ」の一時持出年
月日に出力する必要がある場合は、本業務が必要となります。
本業務の取消しは、本業務で行います。
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海上貨物 主な照会業務一覧

ICG
貨物情報照会

個数、重量、品名等の貨物情報や通関状況及び保税地域等への搬出入状況を貨物
管理番号（B/L番号）単位に照会することができます。

ICN
コンテナ情報照会

コンテナ単位にコンテナ情報を照会します。

IWS
貨物在庫状況照会

保税地域単位に蔵置中の貨物またはコンテナの在庫状況を照会します。

IOL
保税運送申告照会

保税運送申告、包括保税運送承認に係る個別運送または特定保税運送の情報を照
会します。

IBI
輸入貨物搬入予定照会

保税運送承認済、包括保税運送承認に係る個別運送情報登録済または特定保税運
送登録済の貨物の情報を、到着地単位に貨物管理番号の一覧として照会します。

IEC
輸出貨物搬入予定照会

｢輸出貨物情報登録｣業務が行われた貨物のうち、保税地域に搬入予定の貨物の情
報を、保税地域単位かつ搬入予定日単位に輸出管理番号の一覧として照会します。

INV
ハウスB/L貨物情報照会 ハウスB/L貨物情報を混載親B/L単位に照会します。
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Ⅱ.航空輸出入業務
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航空輸出貨物処理フロー【混載貨物】

出荷→空港搬入 搬入→ULD等積み付け→搬出 搬入（航空会社引渡し）→搭載

保
税
蔵
置
場

通
関
業
者

HDF
混載仕立情報登録

代
理
店

通関 / 混載仕立

航
空
会
社

MAF
輸出マニフェスト通関

申告許可内容変更申請

EAC
輸出許可内容

変更申請

CDB
輸出貨物
情報登録 搬入伝票

EDA
輸出申告
事項登録

EXA/EXM
搬出確認登録

LDR

輸出許可内容
変更通知書

搭載確認
通知

CLA/CLB
搭載完了登録

BIL/BII
搬入確認登録

BIL/BII
搬入確認登録

混
載
業
者

*許可・承認貨物(輸出)情報

EDC
輸出申告

MEC
輸出マニフェスト

通関申告 輸出許可
通知書

ULA
積付結果登録

FLI
搭載便割当
情報登録

※併せ運送
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輸出貨物搬入確認登録（BIL業務）について
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■ 一括搬入確認登録
- 搬入伝票（またはLDR）単位に搬入確認を行います。

- BIL業務により搬入伝票（またはLDR）に登録されている貨物情報を

呼び出した上、BIL01業務により実施します。

■ BIL業務の入力項目

BIL01業務へ
※簡易処理「Ｙ」以外の場合

簡易処理表示に「Y」フラグを立てると、
BIL01を展開せずに、搬入処理が可能となります。

（１）情報呼出しは、「ブランク」
（2）輸出貨物情報の呼出しを行わずに搬入を行う場合は、

「Ｙ」（簡易処理）または「O」（時間外搬入簡易処理）を入力
（3）簡易処理または「O」がエラーとなった場合は、発生した

エラー原因の除去後、処理対象外となった貨物から再度簡易
処理を行う時に、「Ｆ」（強制処理）を入力

（4）搬入識別が「Ｐ」、「Ｒ」の場合は、入力不可

（1）情報呼出しは、「ブランク」
（2）搬入すべき貨物をすべて保留する場合は、

「Ｐ」（搬入保留）を入力
（3）簡易処理または「O」がエラーとなった場合に、

簡易処理を使用せずに搬入処理を行う時には、
「Ｒ」（リカバリ処理）を入力

（4）簡易処理表示が「Ｙ」、「Ｆ」の場合は、入力不可

搬入

代理店 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＬ）

輸出貨物情報登録
（ＣＤＢ）

搬入確認登録
（ＢＩＬ/ＢＩＩ）

輸出申告
（ＥＤＣ）

搬出確認登録
（ＥＸＡ/ＥＸＭ）

搭載完了登録
（ＣＬＡ／ＣＬＢ）

航空会社航空会社



輸出貨物搬入確認登録（BIL業務）について

■ BIL01業務の入力項目

26

搬入

一括搬入処理の対象外とした貨物について搬入確認を行う場合、個別搬入
確認（BII01業務）を行うこととなります。 後続の*BII01 （その2）参照

スペース：搬入確認
Ｘ：一括搬入処理対象外
Ｐ：搬入保留
＊：搬入不能（処理対象外）

貨物種別が「Ｒ」、「Ｔ」、「Ｏ」の場合は保税運送承認
番号または輸出許可番号を入力
Ｒ：未通関積戻し貨物
Ｔ：システム外許可済貨物
Ｏ：システム外許可済積戻し貨物



輸出貨物搬入確認登録（BII業務）について
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■ 個別搬入確認登録 (BII業務)
- 保税蔵置場への搬入確認を個別に行います。

- 輸出貨物情報の登録がない場合、本業務により貨物情報の作成を
行います。

- BII業務により登録済み※の貨物情報を呼び出した上、BII01業務に
より実施します。
※貨物情報の登録がない場合、単にBII01画面が展開します。

BII01業務へ

■ BII業務の入力項目
伝票種別に「Ｄ」または「Ｌ」が入力された
場合、伝票種別に該当する搬入伝票番号
またはＬＤＲ番号

スペース：マニュアルの搬入伝票
Ｄ：輸出貨物情報ＤＢに登録されている搬入伝票
Ｌ：輸出貨物情報ＤＢに登録されているLDR



輸出貨物搬入確認登録（BII業務）について

■ BII01業務の入力項目（BIIから呼出し）

28

貨物情報が無い場合の登録では、「代理店欄」と「品名欄」に入力が無い場合、
EXA01業務の際、エラーとなりますのでご留意ください。(*AIB業務での訂正が必要。)

許可・承認等番号が５件を超える場合は、
その超過分の件数を入力



搬出確認登録（EXA業務）について
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■ 搬出確認登録（AWB・HAWB単位）
- 入力されたAWB番号単位に搬出登録を行います。

- EXA業務により登録されている貨物情報を呼び出した上、

EXA01業務により実施します。

EXA01業務へ

■ EXA業務の入力項目

保税地域コードを入力

ＩＡＴＡ空港コードを入力
※所属する空港との関連がシステムに設定
されている場合は、入力省略可能

スペース：通常搬出
Ｊ：自社運送
Ｔ：保税運送（仮陸揚貨物）
Ｆ：不積返送
Ｒ：保税運送（積戻し貨物）
２：トランスファー（他航空会社への移動）
Ｄ：内貨引取
Ｈ：携帯貨物
Ｍ：滅却
Ｂ：亡失
Ｏ：その他
Ａ：未通関貨物搬出（輸出申告可能航空

会社保税蔵置場向け）



搬出確認登録（EXA業務）について

■ EXA01業務の入力項目
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搬出

搬入確認登録時に枝番搬入された貨物であっても、搬出個数は搬入枝番単位ではなく
蔵置個数で出力されます。(*B/L(AWB, HAWB)単位となる。)

搬出確認の処理対象外とする場合、
「Ｘ」を入力

搬出可能な個数を入力

代理店 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＬ）

輸出貨物情報登録
（ＣＤＢ）

搬入確認登録
（ＢＩＬ/ＢＩＩ）

輸出申告
（ＥＤＣ）

搬出確認登録
（ＥＸＡ/ＥＸＭ）

搭載完了登録
（ＣＬＡ／ＣＬＢ）

航空会社航空会社



搬出確認登録(EXM業務)について
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■ 搬出確認登録（MAWB単位）
- MAWB番号に関連付けられたHAWBについて、MAWB番号単位に搬出

登録を行います。

- EXM業務によりMAWB番号に関連付けされている貨物情報を呼び出し
た上、EXM01業務により実施します。

※ULDへ積み付けされている貨物は除く。

EXM01業務へ

■ EXM業務の入力項目

ジョイント混載貨物をジョイント業者ごとに
搬出する場合は、混載業を入力



搬出確認登録(EXM業務)について

■ EXM01業務の入力項目
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搬出

本業務でMAWBに係る貨物をすべて搬出した場合は、入力者及び搬出先
（出力する旨が登録されている航空会社）に対して、LDR情報を出力します。

搬出先が航空会社の場合、ＭＡＷＢ番号に登録
されている航空会社と同一であること。

スペース：通常搬出
Ｊ：自社運送
２：トランスファー（他航空会社への移動）

Ｘ：搬出確認の処理対象外とする場合に入力
Ｅ：搬出処理終了（入力した欄までを処理対象とする）



MIC
輸入マニフェスト

通関申告

航空輸入業務フロー【混載貨物】
入港前 到着・取卸（搬入）→搬出 搬出

保
税
蔵
置
場

通
関
業
者
等

OUT
搬出確認

登録

保税蔵置場

航空会社蔵置場等

搬入→混載仕分→蔵置

ACH
AWB情報

登録

PKG
貨物確認
情報登録

OUT
搬出確認

登録

BIN
搬入確認

登録

航
空
会
社

IDC
輸入申告

通関

HPK
混載貨物

確認情報登録

ADM
積荷目録
事前報告

OLT
保税運送

申告 保税運送
承認通知

HCH
HAWB情報

登録混載業

※便単位の扱いは前頁の通り

突合

許可・承認
貨物情報

許可・承認
通知

突合
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蔵置場Ａ 蔵置場Ｂ

航空輸入貨物の搬出入フロー

■ 輸入貨物搬出入業務
- 保税蔵置場への搬入及び搬出した旨を登録します。

- OUT：保税蔵置場から搬出された旨を登録します。

- BIN ：システム内保税蔵置場から保税運送された貨物が搬入された

旨を登録します。

- OIN ：システム対象外保税蔵置場から保税運送された貨物が搬入された

旨を登録します。

保
税
蔵
置
場

通
関
業
者

IDC
輸入申告

OLT
保税運送

申告
許可・承認

通知

保税運送
承認通知

OUT
搬出確認

登録
OIN

搬入確認登録
（システム外運送）

OUT
搬出確認

登録

搬出入

BIN
搬入確認登録

（システム内運送）

保税運送
承認書

（ﾏﾆｭｱﾙ）
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保税運送
承認貨物

情報

New！
事前設定により配信
可能になりました

輸入許可
承認貨物

情報
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航空 保税運送承認貨物情報の配信設定

航空保税運送において保税運送承認通知情報等を、入力者以外の発送
地、到着地の保税蔵置場に出力する機能はありません。

H30.12.20以前の仕様

現在（リリース後）の仕様

航空保税運送において保税運送承認貨物情報の帳票を
入力者以外の発送地、到着地の保税蔵置場であっても出力可能となりました。
ただし、出力情報を出力するには、 「保税地域関連情報登録(UBA)」業務にて該
当する項目の出力要否設定を行う必要があります。

◎保税地域関連情報登録(UBA)仕様変更

保税地域関連情報登録(UBA)業務画面

【追加項目】
OLT01業務等での承認時、保税運送承認貨物情報等
を発送場所、運送先の蔵置場管理者宛に出力するか
否かを設定する。

保税地域関連情報登録呼出し(UBA11)
業務画面

保税地域コードを入力し送信

Ｙ：出力する
スペース：出力しない



搬入確認登録（BIN業務）について

■ 搬入確認登録（システム対象内保税運送）業務
- システム対象内保税蔵置場から保税運送申告等、または貨物移動

情報の登録がされた貨物の搬入確認は BIN業務により行います。

36

■ BIN業務の入力内容

入力後送信すると、次のBIN01画面へ展開

搬入確認を行う対象貨物の保税運送申告番号を入力

誤った情報が登録されてしまうのを防ぐ為、直接BIN０１業務にて登録を行わ
ずに、BIN業務にてAWB情報等を呼び出してから登録を行ってください。

注意

航空会社 保税蔵置場 通関業者保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＮ）

ＡＷＢ情報登録
（ＡＣＨ）

貨物確認情報登録
（ＰＫＧ）

貨物確認情報終了登録
（ＥＰＫ）

搬出確認登録
（ＨＰＫ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場保税蔵置場

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

保税蔵置場



搬入確認登録（BIN業務）について

■ BIN01業務の入力内容

37

BOND IN STATUS INFORMATION

（SAMPLE ） 搬入状況通知情報

保管料の無料期間を適用する場合は、
航空会社コードを入力

発送個数と到着個数が異なる場合に
到着個数を入力。
また、事故欄にも該当コードを入力
→ 搬入状況通知情報(AAS0110)が

入力者と税関へ配信される。

搬入確認を行うＡＷＢ番号が間違いなく
入力されているか確認してください。
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搬出確認登録（OUT業務）について

■ 搬出確認登録業務
- 保税蔵置場から搬出した旨を登録します。

- 搬出の取消は本業務により行います。

■ OUT業務の入力内容

（１)時間外の場合：Ｏ（オー）
（２）深夜割増料金の追加対象：N １またはスペース：ＣＲＥＤＩＴ

２：ＣＡＳＨ
３：ＦＲＥＥ

① ③②

システムで蔵置料計算採用の蔵置場では①③は必須、②④は任意入力
※蔵置料計算を行わない場合は、入力不要

COPY

参考： 便利機能
必須箇所を空白にした場合、上位欄の「J1FB3」を
自動コピー

④

搬出の取消しを行う場合は、「Ｘ」を入力

「F」を入力した場合
①CUR01業務により登録された蔵置料金請求先が自動補完される。
②①以外の場合は輸入申告または保税運送申告等を行った申告者

が自動補完される。
参考： 便利機能
必須箇所を空白にした場合、上位欄の「J1FB3」を自動コピー

変更箇所

航空会社 保税蔵置場 通関業者保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＮ）

ＡＷＢ情報登録
（ＡＣＨ）

貨物確認情報登録
（ＰＫＧ）

貨物確認情報終了登録
（ＥＰＫ）

搬出確認登録
（ＨＰＫ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場保税蔵置場

保税運送申告
（ＯＬＴ）

搬出確認登録
（ＯＵＴ）

保税蔵置場

Attention！
第6次NACCS更改（CUR業務

追加）に伴うOUT業務の一部

仕様変更箇所について



AIB
搬入情報訂正

AWB番号を入力することにより輸出貨物情報の呼出しを行う。またAWB情報と輸出貨物情
報の個数、重量が不一致の場合に輸出貨物情報を優先する旨の登録(A/L訂正)を行うこと
ができる。

AHS
輸出貨物取扱登録
（仕分け）

保税蔵置場等に蔵置されている輸出貨物（積戻し貨物含む）について、「改装」及び「仕分
け」を行う場合に登録する。
取消 しを行う場合は「輸出貨物扱取消（AHC） 」業務で行う。

AHT
輸出貨物取扱登録
（仕合せ）

保税蔵置場等に蔵置されている輸出貨物（積戻し貨物含む。）について「仕合せ」を行う場
合に登録する。
取消 しを行う場合は「輸出貨物扱取消（AHC） 」業務で行う。

CCH
輸出貨物取扱確認登録

｢輸出貨物取扱登録(仕分け)(AHS)｣業務または｢輸出貨物取扱登録(仕合せ)(AHT)｣業務の
入力者が保税蔵置場で仕分け･仕合せ作業等を行った場合に、保税蔵置場により、その取
扱いを確認した旨を登録する。

AHC
輸出貨物取扱取消

通関業等により行われた「輸出貨物取扱登録（仕分け）（ＡＨＳ）」業務または「輸出貨物取
扱登録（仕合せ）（ＡＨＴ）」業務を取り消す場合に行う。

AHN
輸出貨物取扱登録
（内容点検）

保税蔵置場等に蔵置されている貨物について、「内容点検」及び「その他の手入れ」を行う
場合に登録する。
本業務による取消しは税関または保税蔵置場がＡＨＮ０１業務から行う。
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航空貨物 各種手続き業務一覧（輸出）



CAI
輸入貨物情報変更

入力されたAWB番号に係る輸入貨物情報の変更内容を登録する。なお、輸入
申告後は、税関が本業務を行う。

CHS
貨物取扱登録
（改装・仕分け）

保税地域に蔵置されている貨物に対して関税法第40条第1項に基づく改装・仕
分け、またはスプリット情報仕分けを行う。
本業務を行った場合は、取扱保税蔵置場の管理者により「貨物取扱確認登録
（改装・仕分)(CFS）」業務が必要となる。
また、本業務で登録した情報の取消しは、取扱保税蔵置場の管理者が本業務
で取消しを行うことができる。

CFS
貨物取扱確認登録
（改装・仕分け）

「貨物取扱登録（改装・仕分）（CHS）」業務により改装・仕分けまたはスプリット
情報仕分けされた貨物の取扱確認を行う。
また、CHS業務により仕分けた件数の変更を行う。

CHN
貨物取扱登録
（内容点検）

保税地域に蔵置されている貨物について、関税法第40条第1項に基づく「内容
点検」「その他の手入れ」を行う場合に本業務により必要事項を登録する。

CHC
貨物取扱取消
（内容点検）

CHN業務で行った登録の取消しを行う。
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航空貨物 各種手続き業務一覧（輸入）



AHD
貨物取扱許可申請

保税蔵置場等に蔵置されている貨物について「見本の展示」、「簡単な加工」及び「その他こ
れらに類する行為」を行う場合は、本業務により貨物取扱許可申請を行う。

AHI
貨物取扱結果通知
（貨物取扱許可申請）

「貨物取扱許可申請（ＡＨＤ）」業務で登録された取扱いについて、取扱いが終了した旨を通
知する。

AHH
貨物取扱許可申請取消

システムにより行われた貨物取扱許可申請の取消し、または許可の取消しを行う。

MMA
見本持出許可申請

貨物情報が登録されている貨物を見本として一部持出す場合に申請する。
関税法基本通達32-3に規定する包括許可に係る申請はMMAの対象外であり、マニュアル
による申請を行う。
見本持出申請を行った場合、簡易審査扱い（区分1）の場合は即時に、また、書類審査扱い
（区分2）の場合は、税関による見本持出審査終了（MME）業務により、見本持出許可通知
情報が配信される。

MMO
見本持出確認登録

MMA業務にて許可となった見本を保税地域等から一時持出した場合は、MMO業務にてそ
の旨を登録する。
MMA業務による持出期間終了日の2日後に情報が削除されるため、以降はMMOが実施で
きなくなる点に留意する。
本業務は任意業務であるが、管理統計資料「貨物取扱等一覧データ」の一時持出年月日
に出力する必要がある場合、必須業務となる。MMO業務の取消しは、MMO業務で実施する。

MMC
見本持出取消

MHA業務を行った利用者が、税関の許可前にあらかじめ税関保税担当部門に申し出た後
行う。
許可後の場合は、「NACCS登録情報変更願」を税関へ提出し、税関が取り消すこととなる。
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航空貨物 各種手続き業務一覧（輸出入共通）



IGS
輸出貨物情報照会

ＡＷＢ（ＨＡＷＢ）、ＭＡＷＢまたは未ラベル貨物について、個数、重量、仕向地等の主
要項目、並びに通関状況、保税蔵置場への搬出入状況、ＵＬＤへの積付け状況及び
搭載状況等を照会する。
また、指定情報を入力することにより、当該貨物の概要情報、詳細情報を個別に照会
することができる。

IWH
保税蔵置場在庫状況照会（輸
出）

保税蔵置場に蔵置されている輸出貨物情報について、混載業単位、航空会社単位
等（照会パターンは９通り）に照会する。

IMA
混載貨物仕立状況照会

「混載仕立情報登録（ＨＤＦ０１）」業務で登録したＭＡＷＢ番号を入力することによりＭ
ＡＷＢ及びＨＡＷＢの情報を照会する。
本業務は入力者により、照会する条件及び照会する項目が異なる。
航空会社、保税蔵置場の利用者は蔵置外貨物の照会を併せて行う旨を入力すること
により、蔵置履歴のある貨物及び運送中の搬入予定貨物または許可済の貨物、未
許可の貨物、蔵置中の貨物、運送中の貨物、ＵＬＤに積み付けられ蔵置中の貨物、
蔵置されていない貨物についても照会が可能となる。

ITF
保税運送情報照会

保税運送申告、包括保税運送承認に係る個別運送または貨物移動情報登録の情報
を照会する。
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航空貨物 主な照会業務一覧(輸出・保税運送)



IAW
輸入貨物情報照会

輸入貨物について、個数、重量、仕向地等の主要項目、通関状況及び保税蔵置場へ
の搬出状況等を照会する。
ＡＷＢ番号、ＭＡＷＢ番号、ＨＡＷＢ番号、ＵＬＤ番号またはシステム外搬入貨物番号（以
下、「ＡＷＢ番号等」という。）を入力することにより、当該貨物の概要情報を照会する。さ
らに、指定情報を入力することにより、当該貨物の詳細情報を照会することができる。

IMF11
輸入便情報照会（AWB）

「ＡＷＢ情報登録（輸入）（ＡＣＨ）」業務、「ＡＷＢ情報訂正（ＣＡＷ）」業務（以下、ＡＷＢ情
報登録業務という。）、「貨物確認情報登録（ＰＫＧ）」業務または「貨物確認情報訂正（Ｃ
ＰＫ）」業務により登録された到着便単位のＡＷＢ情報、仮陸揚貨物、不突合貨物、貨物
到着前輸入申告扱いの貨物または到着即時輸入申告扱いの予備申告がされたＡＷＢ
情報の照会を行う。
なお、「ＡＷＢ予備情報登録（ＡＡＷ）」業務により登録された到着便単位のＡＷＢ予備情
報または「積荷目録事前報告（ＡＤＭ０１）」業務により登録された到着便単位の積荷目
録事前報告情報の照会も可能である。
また、ＡＷＢ情報及び貨物確認情報の終了状況の照会も可能である。

IMF12
輸入便情報照会（HAWB）

「ＨＡＷＢ情報登録（輸入）（ＨＣＨ）」業務、「ＨＡＷＢ情報訂正（ＣＨＡ）」業務、「混載貨物
確認情報登録（ＨＰＫ）」業務または「混載貨物確認情報訂正（ＣＨＰ）」業務により登録さ
れた到着便名及びＭＡＷＢ番号単位のＨＡＷＢ情報、貨物到着前輸入申告扱いのＨＡ
ＷＢ情報、到着即時輸入申告扱いの予備申告（税関空港で貨物を引き取る場合または
航空貨物の集積場所で貨物を引き取る場合）（Ｕ申告またはＳ申告）がされたＨＡＷＢ情
報または不突合貨物を照会する。

IWI
保税蔵置場在庫状況照会
（輸入）

保税蔵置場に蔵置されている輸入貨物について在庫状況を照会する。
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航空貨物 主な照会業務一覧(輸入)



Ⅲ．管理統計資料の活用
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管理統計資料の活用（保税台帳の作成について）

NACCSの管理資料を活用し、保税台帳として取扱うことができます。

注意点
・マニュアル処理された場合、従来どおり別途保税台帳に記帳する必要があります。
・電磁的記録により保税台帳を保存する場合、事前に税関への届出が必要となります。

具体的な取扱は管轄税関の保税部門にご確認ください。

さらに、保税管理資料保存サービスも提供しています。

保税管理資料データの取出し期間（保存期間）を
5年間（通常は62日間）とするサービス
「保税管理資料保存サービス」を提供しています。
※ご利用にはあらかじめ利用契約の変更手続きが必要となります。
《ご利用料金》 １利用者コード毎に月額1,000円

NACCS

NACCSホスト
利用者側システム

電子的記録

により保存

業務処理

搬出入データ

特定の期間中に保税蔵置場より全量搬出のあった
輸出入貨物の搬出入データ、貨物取扱及び見本持出
のデータを保税蔵置場単位に蓄積し、管理資料（CSV
形式）として毎週特定の曜日に提供

【G01 輸入貨物搬出入データ】
前週中に保税地域より搬出のあった輸入貨物の搬出入データを保税地

域単位に出力する。なお、搬出取消しのあった輸入貨物のデータも出力する。

【G02 輸出貨物搬出入データ】
前週中に保税地域より搬出(船積み含む。以下同様)のあった輸出貨物の

搬出入データを保税地域単位に出力する。なお、搬出取消しのあった輸出
貨物のデータも出力する。

【G05 貨物取扱等一覧データ】
前週中に貨物取扱登録、貨物取扱許可された貨物の取扱等一覧データを保

税地域単位に出力する。また、見本持出許可申請または見本持出確認登録
が行われた貨物においては、一定期間経過後に保税地域単位に出力する。

【S13 航空輸出貨物取扱等一覧データ】
前日中に貨物取扱登録(仕分け及び仕合せの場合を除く)、貨物取扱許可され

た輸出貨物の取扱等一覧データを保税蔵置場単位に出力する。また、見本持
出許可申請または見本持出確認登録が行われた貨物においては、一定期間経
過後に保税蔵置場単位に出力する。

【S14 航空輸出貨物搬出入データ一覧】
前日中に保税蔵置場より搬出入のあった輸出貨物のデータを保税蔵置場単

位に出力する。なお、搬出取消しや訂正のあった輸出貨物のデータも出力する。

【T19 航空輸入貨物搬出入データ一覧】
前日中に保税蔵置場より搬出入のあった輸入貨物のデータを保税蔵置場単

位に出力する。なお、搬出取消しや訂正のあった輸入貨物のデータも出力する。

海上貨物関連 管理資料情報名 航空貨物関連 管理資料情報名

保税管理資料保存サービスの詳細につきましては、NACCS掲示板より
ご確認ください。
NACCS掲示板 > NACCS業務仕様・関連資料 > 各種資料 > 保税
管理資料保存サービス関連資料

【T20 航空輸入貨物取扱等一覧データ 】
前日中に貨物取扱登録(改装・仕分けの場合を除く)、貨物取扱許可された輸

入貨物の取扱等一覧データを保税蔵置場単位に出力する。また、見本持出許
可申請または見本持出確認登録が行われた貨物においては、一定期間経過後
に保税蔵置場単位に出力する。
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保税管理資料保存サービスについて

46



Ⅳ.NACCS掲示板・サポート体制
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NACCS掲示板の活用

以下のいずれからでもNACCS掲示板にアクセス可能です。
A：デスクトップの「Ｎ」字のショートカットアイコン
B：パッケージソフトの「ヘルプ(H)|NACCS掲示板を開く(N)」

NACCS掲示板には、各種お知らせや参考情報等を掲載しています。NACCS掲示板をこまめにご確認くださいま
すようお願いいたします。

NACCS掲示板の活用

NACCS掲示板には、以下の情報が掲載されています。

①ピックアップメニュー
業務コード集、パッケージソフトやデジタル証明書に係る資料
等を掲載しています。

②新着情報
関係法令の改正、バージョンアップ情報、業務コード集の更
新、業務仕様の更新、官公庁のシステム停止、説明会等の
ご案内等を掲載しています。

③NACCSのご利用方法
システムの利用規程や料金プラン等を掲載しています。

④申込手続（NSS）
NACCSサポートシステム（NSS）からの申込に係る各種情報
を掲載しています。

⑤NACCS業務仕様・関連資料
講習会の資料や業務フロー図、自社システム用のEDI仕様書、
エラーメッセージ集等を掲載しています。

⑥よくある問合せ
よくある問合せをカテゴリ別に掲載しています。

お問合せいただく前に、是非ご確認ください。

また、電算関係税関業務事務処理要領を掲載しており
ます。

◆業務別クイックメニュー
業務分野ごとに「業務仕様書」「ＦＡＱ（よくある問合せ）」
「業務講習会資料」等を一つのページに集約して掲載し
ています。

48



第６次NACCSでご利用いただいている民間利用者用ネットワークの種別及び回線利用料については、第６次NACCS更改前の各種説明会にお
いてご案内のとおり、メタル回線（64K及び128K）については段階的に引き上げを行い、光回線（1M、3M、5M、10M）については、段階的
に引き下げを行うことを予定しています（84ページ参照）。この背景には、回線提供ベンダーにおいて、メタル回線を廃止し光回線への切り替
えを進めたいとする意向があり、メタル回線を利用する際に発生するチャージ料金の引き上げを行っていることが理由にあります。

このため、弊社においても、メタル回線の利用料金を段階的に引き上げを行いますが、将来的には光回線の利用料金がメタル回線の利用料金
を下回る予定にあることから、メタル回線の提供については2022年9月30日をもって終了することといたしましたのでお知らせします。

また、今般、メタル回線から光回線等の他の回線への切り替えを早期に推進することを目的として、①光回線に新たに「0.5M」のメニュー
を追加、②メタル回線からの切り替え時に必要となる新設工事費用を割引とするキャンペーンの実施、を行う予定といたしましたので、併せて
ご案内させていただきます。

☆民間利用者用回線メニューの変更について (64kb・128kbご利用の皆様のみ対象）

3. メタル回線からの推奨切替サービスメニューについて
・専用線 0.5M / １M / 3M / 5M / 10M 、または ブロードバンド回線（BB光回線）

4. 回線切替えに伴う新設工事費用キャンペーンについて
・メタル回線から推奨切替サービスメニューへの回線切替えに伴う工事費用に関する割引きキャンペーンを

2019年春より受付します。
※申込方法・実施時期等の詳細は、2019年1月以降にNACCS掲示板にてご案内します。

1. 提供を終了する回線メニューについて
① 64 Kbps ② 128Kbps 注：2022年 9月30日（新規申込終了予定日 2019年 9月30日）をもって廃止

2. 提供を開始する回線メニューについて
① 0.5Ｍbps（光回線） 注：2019年10月から提供開始予定（申込受付は2019年4月から開始予定）

※ 専用線0.5Mプラン（月額 26,000円（予定））は、従来の64Kbps回線と同等の金額にて光回線が導入可能な新サービスです。

提供を終了する回線メニュー及びキャンペーンの概要について
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掲示板情報①（NACCS専用回線）

「NSS利用者説明会資料 （公開日 2018年9月） 」より抜粋
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掲示板情報②-1 （Windows7サポート終了関連）

・「【重要】Windows7のサポート終了に伴う対応について（公開日 2019年02月08日）」
・「平成30年度秋季NACCS地区協議会配付資料の掲示板掲載について（公開日 2018年12月27日）」

より抜粋
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掲示板情報②-2 （Windows7サポート終了関連）



NACCSのサポート体制のご案内

事業所 電話番号 運営時間

ヘルプデスク
ｾﾞﾛ ｲﾁ ﾆ ｾﾞﾛ - ﾅﾅ ｷｭｳ ﾖﾝ ｺﾞ ｺﾞ ｾﾞﾛ

0 1 2 0 – 7 9 4 5 5 0
終 日
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ご拝聴ありがとうございました。本資料に関し、

ご不明な点は、関西事務所までお問合せ下さい。

本資料のお問合せ先：

輸出入・港湾関連情報処理センター
（NACCS） 関西事務所

TEL 06-6446-3812


